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今回は、次の２編を収録します。 
 
① 車窓から見る地形・地質 ― 支笏火山灰台地 ― 
② 樽前山の生い立ち ― 樽前山は支笏火山の末娘 ― 
 
①は、北海道土質コンサルタント㈱の池田晃一さんと伊藤慶司さんが「地質と調査、2006
年、第４号」に掲載された投稿文の転用です。 
②は、支笏湖ビジターセンターから依頼された原稿です。各国立公園では、一般向けに

パークガイドという冊子を出版していますが、今年はこれを改訂するということで、その

一部の出筆を依頼されたものです。恐らく、洞爺湖で開催されるサミットまでには出版さ

れるのではないかと思われます。 
 
さて、「支笏湖学のすすめ その２」で、支笏湖小学校での特別授業のことを紹介しまし

たが、その後、山の手博物館の行事や最終間氷期勉強会の集まりでも紹介する機会があり

ました。最終間氷期勉強会では、「支笏湖に棲む魚の在来種にアメマスがいるが、現在、支

笏湖から流れ出している千歳川は途中に滝が多く、アメマスが遡上するような環境にない

ので、どのようにして遡上したのか不思議だ」との意見が出されました。小生は、ひょっ

とすると、その昔、樽前山裾野のモーラップ付近から苫小牧方面に流れ出る川があって、

そこからアメマスが遡上し、9,000年前の樽前火山の噴火で、その川がふさがれ、今の千歳
川が新たに出来たのではなかろうかと答えました。結構、面白い仮説だと思ったのですが、

その後、樽前山の研究を行っている（独）産業総合研究所の方に確認したところ、「モーラ

ップ付近には、湖面よりも高い位置に支笏火山の火砕流が分布しており、そこに川があっ

たと考えることには無理がある。樽前噴火以前から、川は現在の千歳川の所を流れていた

ようだ」との指摘を受け、我が仮説はあえなく砕かれてしまいました。 
では、どのようにしてアメマスが支笏湖に移入したのでしょうか。支笏カルデラ湖がで

きた直後、千歳川はアメマスが遡上しやすい滝のない状態で流れており、その後、次第に

侵食されて現在のような滝ができあがったのかもしれません。今年は、滝のある付近を踏

査し、過去の様子を探ってみたいと考えている次第です。また、アメマスの卵が水鳥など

で運ばれた可能性もありますので、魚屋さんや鳥屋さんの意見も聞いてみたいものです。 
 
 



 




